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営農第一課から TEL73－9616

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

　デイサービスセンターつつじ園では、毎年恒例の「新年会」を、１月に
３日間開催しました。午前中は「つつじ神社」へ参拝をし、それぞれの願い事
を書いた絵馬を奉納し、おみくじを引いて頂きました。「つつじ神社」の大きな
鳥居や鈴は全て利用者の皆さんの手作業で、12月から新年会の準備で作って頂
いていました。昼食にはお祝い御膳を召し上がって頂きました。午後からはお
正月ゲームで楽しんで頂き、ゲームと当てくじの１～３位の方には景品があり、

「今年は運がいいわぁ！」と盛り上がりました。お茶の時間には皆さんにお抹茶
を立てて頂き、手作りの道明寺と一緒に召し上がって頂きました。

新年会で一句
・令和五年 絵馬に願ひや 干支うさぎ
・つつじ園 手作り神社 金の鈴
・冬みくじ 引けば大吉 笑顔かな

ご利用者様作

営農ニュース
FARMING NEWS

「
き
ぬ
む
す
め
」は
他
品
種
に
比
べ
て
発
芽
が
早
い
の

で
、
伸
ば
し
過
ぎ
な
い
よ
う
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

水

　稲

☆
種
籾
を
籾
袋
に
詰
め
る

☆
浸 

種

　
令
和
５
年
産
水
稲
育
苗
準
備
が
ま
も
な
く
始
ま
り

ま
す
。
昔
か
ら
「
苗
半
作
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
稲

作
で
は
健
苗
育
成
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
年

も
「
育
苗
ト
ラ
ブ
ル
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

　袋
の
中
で
種
籾
に
水

分
と
酸
素
が
十
分
に
行

き
渡
る
よ
う
、
袋
詰
め

は
袋
の
容
量
の
７
割
程

度
ま
で
に
し
ま
す
。

　き
つ
く
詰
め
る
と
給

水
ム
ラ
が
で
き
、
発
芽

不
揃
い
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
未
満
の
低
温
で
浸
種
す
る
と
、
発
芽

勢
が
低
下
す
る
（
休
眠
が
深
く
な
る
）
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
屋
外
で
の
浸
種
は
避
け
、
10
〜
15
℃
で
行
い
ま

し
ょ
う
。
日
の
当
た
る
場
所
で
浸
種
を
行
う
と
水
温

が
高
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
　

◆
10
℃
以
下
で
浸
種
を
行
う
と
発
芽
不
揃
い
の
原
因

と
な
り
ま
す
。（
水
温
10
〜
15
℃
）

◆
不
十
分
な
浸
種
・
吸
水
ム
ラ
は
、
発
芽
が
不
揃
い

に
な
る
の
で
、
浸
種
中
は
水
の
交
換
は
原
則
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
浸
種
・
催
芽
は
清
潔
な
真
水
（
水
道
水
等
）
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
場
合
は
入

浴
剤
が
入
っ
て
い
な
い
湯
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
催
芽
・
出
芽
の
適
温
は
30
〜
32
℃
で
す
。
32
℃
を

超
え
る
と
細
菌
病
の
原
因
と
な
る
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
催
芽
器
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
事
前
に

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
の
点
検
を
行
い
、
水
温
が
適
温

に
な
る
か
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　つ
や
姫
の
種
子
消
毒
は
生
物
農
薬
を
使
っ
て
い
る

た
め
、他
の
品
種（
化
学
農
薬
を
使
用
）と
一
緒
に
は

出
来
ま
せ
ん
。

　必
ず「
つ
や
姫
」の
み
で
浸
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
催 

芽

つ
や
姫
の
浸
種

ポ
イ
ン
ト

◆籾袋を水槽に入れる時
下の模式図を参考にしてください。積み重ねは発芽不揃いの原因と
なります。また、水は種籾の体積の２倍以上にしてください。

●品種別の浸種日数（積算温度は水温×浸種日数の値となります）
積算温度

100℃

70℃

100℃÷13℃＝7～8日

70℃÷13℃＝5～6日

浸種日数の例）水温13℃の場合品　　種

ハナエチゼン

コ シ ヒ カ リ

つ や 姫

き ぬ む す め

　
温
度
は
30
〜
32
℃
で
、
24
時
間
程
度
が
目
安
で
す
。

　
鳩
胸
状
態
（
左
図
）
に
な
る
ま
で
の
時
間
は
、
種
籾

の
品
種
、
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
実
際
に
種
籾

の
様
子
を
確
認
し
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

【
浸
種
時
の
注
意
点
】

５
年
産
水
稲
育
苗
研
修
会
の
ご
案
内

※鳩胸状態

　催
芽
が
で
き
た
ら
、
吸
湿
性
の
あ
る
敷
物
（
新
聞
紙
、

ゴ
ザ
、
ム
シ
ロ
な
ど
）
の
上
に
広
げ
、
手

に
つ
か
な
い
程
度
ま
で
陰
干
し
し
て
か
ら

播
種
作
業
を
行
い
ま
す
。

※
２
品
種
以
上
を
同
時
に
浸
種
さ
れ
る
場
合

は
袋
に
名
札
等
を
付
け
、
混
種
し
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〇
開
催
日
時
：
令
和
５
年
３
月
10
日（
金
）

　
　
◎
１
回
目
　
15
時
00
分
〜

　
　
◎
２
回
目
　
18
時
30
分
〜

　
　※

ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
出
か
け
下
さ
い

　
○
開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
地
区
本
部
営
農

　
　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
○
内
　
　
容
：
５
年
産
水
稲
育
苗
管
理
に
つ
い
て

食
べ
て
筋
力
ア
ッ
プ
！

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
荘 原 支 店

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
生 活 課 　 ２ 階 会 議 室
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ

９：３０～
9：３０～
９：3０～
９：3０～

10：0０～
13：３０～

９：３０～
9：0０～

2月20日（月）
2月22日（水）
2月28日（火）
3月  2日（木）
3月  8日（水）
3月13日（月）
3月14日（火）
3月16日（木）

パッチワークグループ
女性俱楽部ソレイユ
ひまわりグループ
書道グループ
いきいきグループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ
手芸グループ

　
1
月
13
日
に
、
16
名
の

参
加
で
、
家
の
光
1
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
た

ん
ぱ
く
質
レ
シ
ピ
」
の
中

か
ら
、「
さ
さ
身
と
ネ
ギ

の
マ
ヨ
チ
ー
ズ
炒
め
、
サ

バ
缶
と
丸
ご
と
ピ
ー
マ
ン

の
カ
レ
ー
ク
リ
ー
ム
煮
、

豆
腐
と
か
に
か
ま
の
と
ろ
み
炒
め
」
の
３
品
を
作

り
ま
し
た
。

　
筋
肉
を
作
る
た
め
に
は
、
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ

か
り
摂
る
こ
と
が
重
要
。
低
栄
養
と
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
（
加
齢
に
よ
る
筋
肉
量
の
減
少
）
を
予
防
す
る

た
ん
ぱ
く
質
が
し
っ
か
り
摂
れ
て
、
短
い
時
間
で

手
軽
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
１
時
間
も
か
か
ら
ず

に
3
品
を
完
成
さ
せ
「
身

近
な
食
材
で
、
時
短
料
理

が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

西
さ
ん
夫
妻
作

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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資材課から TEL 73-9619

お急ぎ下さいお急ぎ下さい
水稲肥料早期引取奨励金支払いの対象は

２月末日２月末日引取り分まで
　令和5年産水稲肥料予約申込書で申し込まれた肥料を2月末日までに引取りされた場合、合
計金額の1.5％を早期引取奨励金としてお支払い致します。
　ただし、期日以降は対象になりませんので、2月末引取りで予約申込みをされた方はお早め
にお願い致します。なお、2月末までに引取りをされた方を対象に、後日、早期引取奨励金の
お支払いについて通知いたします。
　配送センターの営業時間につきましては、月～金（祝日を除く）
8：30 ～ 17：00 となっておりますのでお間違えのないようによろ
しくお願い致します。

出雲市から

肥料価格高騰に係る
緊急支援対策事業（出雲市補助事業）について

肥料価格高騰に係る
緊急支援対策事業（出雲市補助事業）について

　国支援事業「肥料価格高騰対策事業」、県支援事業「しまね肥料価格高騰緊急対策事
業」に協調し、価格高騰分の農業者負担に対し予算の範囲内で補助金を交付します。

1 . 事 業 概 要

斐川町地域農業再生協議会を通じて、国支援事業の申請農家に交付します。2 . 補 助 金 交 付 の 流 れ

化学肥料低減の取組を行った上で前年度
から増加した肥料費について、その70％
を支援金として交付します。

支援金
＝

0.7当年の
肥料費

使用量
低減率÷ ÷当年の

肥料費
価格

上昇率-（ ）×
統計データを
基に決定

0.9

秋肥は３月、春肥は国の交付時期に合わせて交付します。3 . 交 付 時 期

問合せ 出雲市役所
〃

農　業　振　興　課　TEL：0853-21-6582　FAX：0853-21-6998
斐川農業事務所　TEL：0853-73-9220　FAX：0853-73-9229

国 事 業

肥料費

肥料費

国支援分
（高騰分の7/10）

農業者負担
（高騰分の3/10）

〈前年度〉 〈本年度〉
令和4年6月～令和5年5月

高騰分

県支援金
（1/2）

市支援金
（1/2）

使用量低減率10％→農家負担

県と市で高騰分における
農業者負担の1/2ずつを支援
（国と合わせて高騰分の100％を支援）
※ただし、使用量低減率の10％分が
　実質的な農家負担分となる。

営農企画課から TEL 73-9615

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域
で特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育
成や生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、
同斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

か　　　 はし

出雲農業未来の懸け橋事業（かけはし事業）

令和5年度

■ 出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

申請〆切 令和5年3月20日（月）
審　査　会 4月下旬 事業認定 5月中旬予定

■ 令和５年度 かけはし事業のスケジュール

※追加募集は、予算の執行状況により行う
　場合があります。

※本事業は、出雲市議会での令和５年度予算成立を受けて実施します。

出　雲　市　役　所　斐　川　農　業　事　務　所　TEL 0853-73-9220　FAX 0853-73-9229
ＪＡしまね斐川地区本部営農企画課　TEL 0853-73-9615　FAX 0853-73-9074

相談・
申請先

■ 支援内容や事業メニューについて

５ 斐川独自事業
一 例

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

　集落営農組織や認定農業者など、地域
の農業の核となる担い手を支援します。

１ 農産振興事業

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
　米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・拡大
を担うみなさんを支援します。

２ 特産振興事業

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜産
農家のみなさんの経営コスト低減等を
支援します。

３ 畜産振興事業

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

メニューの一例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地域
の小規模農家を支援します。

４ 特認事業

●直売拡大支援事業
　出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。
●地域に根差した担い手等支援事業
　中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　市役所または JAにお問い合わせください。 相談・申請はお早めに！！

●ハウスの維持・修繕に対する支援
●集落営農組織の後継者育成支援
●水田均平化作業委託支援事業

●認定農業者の法人化支援
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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資材課から TEL 73-9619

お急ぎ下さいお急ぎ下さい
水稲肥料早期引取奨励金支払いの対象は

２月末日２月末日引取り分まで
　令和5年産水稲肥料予約申込書で申し込まれた肥料を2月末日までに引取りされた場合、合
計金額の1.5％を早期引取奨励金としてお支払い致します。
　ただし、期日以降は対象になりませんので、2月末引取りで予約申込みをされた方はお早め
にお願い致します。なお、2月末までに引取りをされた方を対象に、後日、早期引取奨励金の
お支払いについて通知いたします。
　配送センターの営業時間につきましては、月～金（祝日を除く）
8：30 ～ 17：00 となっておりますのでお間違えのないようによろ
しくお願い致します。

出雲市から

肥料価格高騰に係る
緊急支援対策事業（出雲市補助事業）について

肥料価格高騰に係る
緊急支援対策事業（出雲市補助事業）について

　国支援事業「肥料価格高騰対策事業」、県支援事業「しまね肥料価格高騰緊急対策事
業」に協調し、価格高騰分の農業者負担に対し予算の範囲内で補助金を交付します。

1 . 事 業 概 要

斐川町地域農業再生協議会を通じて、国支援事業の申請農家に交付します。2 . 補 助 金 交 付 の 流 れ

化学肥料低減の取組を行った上で前年度
から増加した肥料費について、その70％
を支援金として交付します。

支援金
＝

0.7当年の
肥料費

使用量
低減率÷ ÷当年の

肥料費
価格

上昇率-（ ）×
統計データを
基に決定

0.9

秋肥は３月、春肥は国の交付時期に合わせて交付します。3 . 交 付 時 期

問合せ 出雲市役所
〃

農　業　振　興　課　TEL：0853-21-6582　FAX：0853-21-6998
斐川農業事務所　TEL：0853-73-9220　FAX：0853-73-9229

国 事 業

肥料費

肥料費

国支援分
（高騰分の7/10）

農業者負担
（高騰分の3/10）

〈前年度〉 〈本年度〉
令和4年6月～令和5年5月

高騰分

県支援金
（1/2）

市支援金
（1/2）

使用量低減率10％→農家負担

県と市で高騰分における
農業者負担の1/2ずつを支援
（国と合わせて高騰分の100％を支援）
※ただし、使用量低減率の10％分が
　実質的な農家負担分となる。

営農企画課から TEL 73-9615

　平野部から山間部まで多様な地形を有する出雲市では、米、麦、大豆、野菜、果樹、畜産物など、各地域
で特色ある品目が種類豊富に生産されています。かけはし事業では、これらを総合的に支援し、担い手の育
成や生産拡大、産地の維持を図ることで、全市的な農業振興をめざします。出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部、
同斐川地区本部が連携し、事業を推進していきます。

か　　　 はし

出雲農業未来の懸け橋事業（かけはし事業）

令和5年度

■ 出雲農業未来の懸け橋事業がめざすもの

申請〆切 令和5年3月20日（月）
審　査　会 4月下旬 事業認定 5月中旬予定

■ 令和５年度 かけはし事業のスケジュール

※追加募集は、予算の執行状況により行う
　場合があります。

※本事業は、出雲市議会での令和５年度予算成立を受けて実施します。

出　雲　市　役　所　斐　川　農　業　事　務　所　TEL 0853-73-9220　FAX 0853-73-9229
ＪＡしまね斐川地区本部営農企画課　TEL 0853-73-9615　FAX 0853-73-9074

相談・
申請先

■ 支援内容や事業メニューについて

５ 斐川独自事業
一 例

地域ごとに抱える課題の解決を支援します。

　集落営農組織や認定農業者など、地域
の農業の核となる担い手を支援します。

１ 農産振興事業

●集落営農組織推進事業
　トラクター、田植機、コンバインの購入費を補助。
●麦・そば等生産推進事業
　米以外の作物の生産に必要となる機械の購入費を補助。
●経営多角化支援事業
　水稲育苗及び高収益作物生産のためのハウス建設を補助。

メニューの一例

　出雲市が誇る特産品の産地維持・拡大
を担うみなさんを支援します。

２ 特産振興事業

●特産振興施設等整備事業
　果樹、野菜などの生産に必要となる機械の購入費や
　施設整備費を補助。
●産地維持対策事業
　ハウスの長寿命化、高度化の施工費等を補助。

メニューの一例

　畜産経営基盤の強化に取り組む畜産
農家のみなさんの経営コスト低減等を
支援します。

３ 畜産振興事業

●畜産基盤整備推進事業
　飼養環境改善等を目的とした機械整備費を補助。
●市内産飼料利用定着化促進事業
　市内で生産された飼料用米、WCSの購入費を補助。

メニューの一例

　直売出荷拡大の支援や、中山間地域
の小規模農家を支援します。

４ 特認事業

●直売拡大支援事業
　出荷拡大に必要な機械購入費、設備整備費を補助。
●地域に根差した担い手等支援事業
　中山間地域の小規模農家を対象に機械購入費を補助。

メニューの一例

※その他の事業メニューや要件などの詳細については、
　市役所または JAにお問い合わせください。 相談・申請はお早めに！！

●ハウスの維持・修繕に対する支援
●集落営農組織の後継者育成支援
●水田均平化作業委託支援事業

●認定農業者の法人化支援
●菜の花、チューリップ、さつまいも振興支援

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

総会の様子

あいさつする井上組合長

３０年記念写真

（農）じきょう　勝部氏の講演

（農）ふくどみ　高橋氏の講演

令
和
４
年
度
　
組
合
員
学
び
の
ひ
ろ
ば
　
開
催

　
１
月
13
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
斐
川
地
区
本
部
と
出
雲
市
斐
川
町
次
世
代
農
業
研
究

会
の
共
催
で
、「
次
世
代
農
業
の
取
組
み
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
名
の
講
師
よ
り
取
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、「
高
品
質
・
高
収
益
の
大
豆
生
産
に
必
要
な
技
術
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
農
事

組
合
法
人
ふ
く
ど
み
の
高
橋
智
和
氏
よ
り
講
演
を
受
け
ま
し
た
。（
農
）ふ
く
ど
み
は
７
月
に
、

「
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
」
で
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
高
橋

氏
が
工
夫
し
た
農
機
で
の
「
石
灰
窒
素
の
深
層
施
肥
」
と
「
中
耕
除
草
体
系
」
を
中
心
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
省
力
化
を
目
指
し
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
乾
田
直
播
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
農

事
組
合
法
人
じ
き
ょ
う
の
勝
部
隆
司
氏
よ
り
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
米
価
下
落
へ
の
対
応
と

し
て
、
コ
ス
ト
低
減
と
省
力
化
を
図
る
た
め
、
現
在
普
及
し
て
い
る
湛
水
直
播
か
ら
さ
ら
に

１
歩
進
み
、
乾
田
直
播
で
の
成
果
と
失
敗
、
成
功
の
カ
ギ
と
な
る
播
種
後
の
転
圧
作
業
・
鳥

害
や
雑
草
対
策
等
に
つ
い
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
で
も
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
、
機
械
の
改
良
や
作
業
工
程
の
創
意
工
夫

や
、
試
行
錯
誤
に
よ
る
技
術
の
積
み
上
げ
と
成
果
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
が
広
く

普
及
し
、
斐
川
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
１
年
を
願
っ
て
　
と
ん
ど
さ
ん

　
１
月
14
日
、
直
江
地
区
　
漆
治
菅
沢
自
治
会
で
は
、
１
年
間
の
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を

願
っ
て
、
毎
年
恒
例
の
と
ん
ど
さ
ん
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
農
事
組
合
法
人
　
な
お
え
フ
ァ
ー
ム
（
上
野
義
雄
組
合
長
）
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
、
竹
や
藁
を
準
備
し
、
と
ん
ど
の
や
ぐ
ら
を
組
み
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
前
に
な
る
と
、
お
焚
き
上
げ
を
す

る
た
め
の
お
正
月
飾
り
や
お
札
、
書
初
め
な
ど
を
持
っ
て
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
方
が
家
族
連

れ
で
続
々
と
集
ま
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら

お
互
い
の
健
康
を
確
か
め
、
に
ぎ
や
か
さ
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
、
都
牟
自
神
社
の
稲
田
宮
司
の
祝
詞
と
お
祓
い
の
後
、
や
ぐ
ら
の
藁
に
点
火
さ
れ
る

と
、
勢
い
よ
く
火
が
立
ち
の
ぼ
り
、
辺
り
一
面
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
お
神
酒

が
振
る
舞
わ
れ
、
時
折
「
ポ
ン
、
ポ
ン
、
パ
〜
ン
」
と
竹
が
弾
け
る
音
に
歓
声
を
上
げ
、
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
１
月
18
〜
20
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
営
農
組
織
・
認
定
農
業
者
等
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
管
理
が
し
っ
か

り
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　
検
査
内
容
も
、
肺
の
早
期
が
ん
発
見
に
有
用
な
「
胸
部
Ｃ
Ｔ
健
診
」
な
ど
、Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
検
査
が
セ
ッ
ト
さ
れ
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
ほ
か
、
新
た
に

胃
内
視
鏡
検
査
（
経
鼻
胃
カ
メ
ラ
）
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
99
名
の
受
診
者
が
来
場
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 担

い
手
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
担
い
手
の
皆
さ
ん
を
健
康
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

　
１
月
24
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設
野
菜
組
合
（
井
上
幹
雄
組
合
長
）
は
、
第
30
回
の
記

念
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
平
成
６
年
２
月
に
、
当
時
の
「
施
設
野
菜
部
会
」・「
メ
ロ
ン
部
会
」・「
い
ち
ご

部
会
」
が
統
合
し
、
64
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
当
時
の
市
場
販
売
金
額
は
３
，
９
０
０
万
円
弱

で
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
メ
ロ
ン
・
い
ち
ご
・
ト
マ
ト
（
ミ
ニ
・
大
玉
）・
き
ゅ
う
り
・
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
の
５
品
目
を
、
延
べ
19
名
の
組
合
員
で
生
産
し
、
市
場
販
売
金
額
は
６
，
１
５

４
万
円
の
実
績
で
、
中
で
も
ト
マ
ト
が
80
％
を
超
え
る
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
産
地
ツ
ア
ー
」
に
よ
る
意
見
交
換
や
、
新
規
就
農
者
獲
得
に

向
け
、
県
外
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
興
味
を
持
つ
２
名
を
迎
え
入
れ
「
就
農
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
た
こ
と
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
増
収
技
術
で
あ
る
「
炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
」
を
継
続
実
証

し
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。

　「
フ
レ
ッ
シ
ュ
安
心
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
購
入
い
た
だ
い
た
消
費
者
の
皆

さ
ま
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
生
産
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
年
度
も
引
き
続
き
そ
れ
ら
の
取
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
食
の
安
全
安

心
」に
向
け
た「
美
味
し
ま
ね
団
体
認
証
の
取
得
」に
取
り
組
む
こ
と
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
30
回
　
記
念
総
会
開
催

　
　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設
野
菜
組
合

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ

14



ニュース トピックスニュース トピックス

総会の様子

あいさつする井上組合長

３０年記念写真

（農）じきょう　勝部氏の講演

（農）ふくどみ　高橋氏の講演

令
和
４
年
度
　
組
合
員
学
び
の
ひ
ろ
ば
　
開
催

　
１
月
13
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
斐
川
地
区
本
部
と
出
雲
市
斐
川
町
次
世
代
農
業
研
究

会
の
共
催
で
、「
次
世
代
農
業
の
取
組
み
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
名
の
講
師
よ
り
取
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、「
高
品
質
・
高
収
益
の
大
豆
生
産
に
必
要
な
技
術
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
農
事

組
合
法
人
ふ
く
ど
み
の
高
橋
智
和
氏
よ
り
講
演
を
受
け
ま
し
た
。（
農
）ふ
く
ど
み
は
７
月
に
、

「
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
」
で
最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
高
橋

氏
が
工
夫
し
た
農
機
で
の
「
石
灰
窒
素
の
深
層
施
肥
」
と
「
中
耕
除
草
体
系
」
を
中
心
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
省
力
化
を
目
指
し
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
乾
田
直
播
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
農

事
組
合
法
人
じ
き
ょ
う
の
勝
部
隆
司
氏
よ
り
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
米
価
下
落
へ
の
対
応
と

し
て
、
コ
ス
ト
低
減
と
省
力
化
を
図
る
た
め
、
現
在
普
及
し
て
い
る
湛
水
直
播
か
ら
さ
ら
に

１
歩
進
み
、
乾
田
直
播
で
の
成
果
と
失
敗
、
成
功
の
カ
ギ
と
な
る
播
種
後
の
転
圧
作
業
・
鳥

害
や
雑
草
対
策
等
に
つ
い
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
で
も
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
、
機
械
の
改
良
や
作
業
工
程
の
創
意
工
夫

や
、
試
行
錯
誤
に
よ
る
技
術
の
積
み
上
げ
と
成
果
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
が
広
く

普
及
し
、
斐
川
農
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
１
年
を
願
っ
て
　
と
ん
ど
さ
ん

　
１
月
14
日
、
直
江
地
区
　
漆
治
菅
沢
自
治
会
で
は
、
１
年
間
の
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を

願
っ
て
、
毎
年
恒
例
の
と
ん
ど
さ
ん
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
農
事
組
合
法
人
　
な
お
え
フ
ァ
ー
ム
（
上
野
義
雄
組
合
長
）
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
、
竹
や
藁
を
準
備
し
、
と
ん
ど
の
や
ぐ
ら
を
組
み
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
始
時
間
前
に
な
る
と
、
お
焚
き
上
げ
を
す

る
た
め
の
お
正
月
飾
り
や
お
札
、
書
初
め
な
ど
を
持
っ
て
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
方
が
家
族
連

れ
で
続
々
と
集
ま
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら

お
互
い
の
健
康
を
確
か
め
、
に
ぎ
や
か
さ
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
、
都
牟
自
神
社
の
稲
田
宮
司
の
祝
詞
と
お
祓
い
の
後
、
や
ぐ
ら
の
藁
に
点
火
さ
れ
る

と
、
勢
い
よ
く
火
が
立
ち
の
ぼ
り
、
辺
り
一
面
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
お
神
酒

が
振
る
舞
わ
れ
、
時
折
「
ポ
ン
、
ポ
ン
、
パ
〜
ン
」
と
竹
が
弾
け
る
音
に
歓
声
を
上
げ
、
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
１
月
18
〜
20
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
営
農
組
織
・
認
定
農
業
者
等
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
管
理
が
し
っ
か

り
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　
検
査
内
容
も
、
肺
の
早
期
が
ん
発
見
に
有
用
な
「
胸
部
Ｃ
Ｔ
健
診
」
な
ど
、Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
検
査
が
セ
ッ
ト
さ
れ
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
ほ
か
、
新
た
に

胃
内
視
鏡
検
査
（
経
鼻
胃
カ
メ
ラ
）
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
99
名
の
受
診
者
が
来
場
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 担

い
手
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
担
い
手
の
皆
さ
ん
を
健
康
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

　
１
月
24
日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設
野
菜
組
合
（
井
上
幹
雄
組
合
長
）
は
、
第
30
回
の
記

念
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
平
成
６
年
２
月
に
、
当
時
の
「
施
設
野
菜
部
会
」・「
メ
ロ
ン
部
会
」・「
い
ち
ご

部
会
」
が
統
合
し
、
64
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
当
時
の
市
場
販
売
金
額
は
３
，
９
０
０
万
円
弱

で
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
メ
ロ
ン
・
い
ち
ご
・
ト
マ
ト
（
ミ
ニ
・
大
玉
）・
き
ゅ
う
り
・
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
の
５
品
目
を
、
延
べ
19
名
の
組
合
員
で
生
産
し
、
市
場
販
売
金
額
は
６
，
１
５

４
万
円
の
実
績
で
、
中
で
も
ト
マ
ト
が
80
％
を
超
え
る
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
産
地
ツ
ア
ー
」
に
よ
る
意
見
交
換
や
、
新
規
就
農
者
獲
得
に

向
け
、
県
外
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
興
味
を
持
つ
２
名
を
迎
え
入
れ
「
就
農
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
た
こ
と
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
増
収
技
術
で
あ
る
「
炭
酸
ガ
ス
局
所
施
用
」
を
継
続
実
証

し
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
。

　「
フ
レ
ッ
シ
ュ
安
心
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
購
入
い
た
だ
い
た
消
費
者
の
皆

さ
ま
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
生
産
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
年
度
も
引
き
続
き
そ
れ
ら
の
取
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
食
の
安
全
安

心
」に
向
け
た「
美
味
し
ま
ね
団
体
認
証
の
取
得
」に
取
り
組
む
こ
と
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
30
回
　
記
念
総
会
開
催

　
　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設
野
菜
組
合
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荘原地区の皆様は17ページを
ご覧ください


